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１　

は
じ
め
に

　

現
政
権
に
お
い
て
「
地
方
創
生
」
が
重
要

な
政
策
課
題
と
さ
れ
て
い
る
が（
１
）、
地
方

に
も
大
企
業
の
事
業
所
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ら
の
事
業
所
は
地
元

の
大
学
生
の
就
職
先
と
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
眼
下
の
新
卒
労
働

市
場
に
お
い
て
、「
地
方
出
身
者
が
、
地
元
の

大
学
に
通
い
、
地
元
で
就
職
活
動
を
し
、
東

京
な
ど
大
都
市
に
本
社
が
あ
る
大
企
業
の
地

元
の
事
業
所
で
働
く
」
―
そ
の
よ
う
な
道
筋

が
備
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に

答
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
四
年
制
大
学
の

新
卒
者
（
以
下
、
大
卒
新
人
）
を
対
象
と
し

た
、
本
社
一
括
で
な
い
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0

0

0

0
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0

採
用
（
勤
務
地
限
定

正
社
員
の
採
用
、地
方
拠
点
で
の
独
自
採
用
）

の
実
態
を
示
す
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
、
良
好
な
雇
用
機
会
を

提
供
し
て
い
る
代
表
的
な
企
業
類
型
の
一
つ

と
し
て
、
全
国
展
開
を
し
て
い
る
大
企
業
が

あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の

大
企
業
は
、
大
卒
新
人
を
採
用
す
る
際
、「
本

社
一
括
採
用
」
を
行
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
る
。

こ
こ
で
、
本
社
一
括
採
用
と
は
、
二
つ
の
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
第
一
は
、
人
事
管
理

上
、
大
卒
新
人
を
一
括
し
て
扱
う
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
包

括
的
契
約
関
係
」
の
も
と
で（
2
）、
従
業
員

に
広
範
な
転
勤
・
出
向
に
応
じ
る
よ
う
期
待

す
る
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
と
も
結
び
つ

い
て
い
る
。
第
二
は
、
文
字
通
り
、
採
用
活

動
を
本
社
で
一
括
し
て
行
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

本
社
一
括
採
用
は
、
地
元
で
良
い
仕
事
に

就
き
た
い
と
希
望
す
る
地
方
出
身
・
地
方
大

学
の
学
生
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
都
合
が
良

い
仕
組
み
で
は
な
い
。
第
一
に
、
地
元
に
大

企
業
の
事
業
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
働
く
こ
と

を
希
望
し
た
と
し
て
も
、
勤
務
地
が
選
択
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
こ
で
働
け
る
確
率
は

低
い
。
第
二
に
、
そ
も
そ
も
大
企
業
へ
の
就

職
を
希
望
す
る
に
あ
た
り
、
採
用
活
動
が
行

わ
れ
る
本
社
が
東
京
な
ど
大
都
市
に
所
在
す

る
場
合
が
多
い
た
め
、
旅
費
負
担
や
日
程
調

整
の
必
要
な
ど
、
就
職
活
動
に
お
い
て
ハ
ン

デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
近
年
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
勤
務
地
限
定
正

社
員
」
の
導
入
で
あ
る
。
勤
務
地
限
定
正
社

員
と
は
、
勤
務
地
が
限
定
さ
れ
た
非
正
社
員

と
、
頻
繁
な
転
勤
を
前
提
と
し
た
正
社
員
の

中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
勤
務
地
が
限
定

さ
れ
た
正
社
員
の
こ
と
で
あ
る（
3
）。
そ
の

人
事
管
理
を
め
ぐ
っ
て
は
、
実
証
研
究
に
加

え
て（
4
）、
法
的
な
留
意
事
項
を
整
理
し
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
も
進
ん
で
い
る（
5
）。

　

し
か
し
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
人
事
管

理
に
つ
い
て
の
研
究
が
進
み
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
整
備
さ
れ
て
も
、
①
大
卒
新
人
を
対
象

と
し
た
本
社
一
括
で
な
い
採
用
の
実
施
状
況
、

②
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

③
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採
用
権
限
の
所
在
、

④
地
方
拠
点
で
の
独
自
採
用
の
現
状
、
⑤
本

社
一
括
で
な
い
採
用
に
お
け
る
募
集
経
路
、

な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
な
け
れ
ば
、
冒
頭

で
記
し
た
よ
う
な
「
道
筋
」
が
新
卒
労
働
市

場
に
備
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
判
断
で
き

な
い
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
で
は
、厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
派
遣
・

有
期
労
働
対
策
部
若
年
者
雇
用
対
策
室
よ
り
、

緊
急
調
査
「
企
業
の
地
方
拠
点
に
お
け
る
人

員
確
保
」
の
要
請
を
受
け
、
本
社
一
括
で
な

い
大
卒
新
人
採
用
の
実
態
に
つ
い
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
た（
6
）。

２　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

（
１
）　

調
査
概
要

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
概
要
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

・
調
査
名
称
：
大
卒
新
人
採
用
の
多
様
化
に

関
す
る
実
態
調
査

・
調
査
対
象
：
東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
上

場
企
業　

一
七
七
三
社

・
調
査
時
期
：
二
〇
一
四
年
二
月
二
四
日

（
月
）発
送
、
三
月
二
五
日（
火
）回
収
締
切

・
調
査
方
法
：
郵
送
配
布
、
郵
送
回
収

・
有
効
回
答
：
三
七
一
社
（
有
効
回
答
率
二

〇
・
九
％
）

・
調
査
委
託
：
株
式
会
社
Ｒ
Ｊ
Ｃ
リ
サ
ー
チ

 

（
２
） 

本
社
一
括
で
な
い
採
用
の
実
施
状
況

　

図
表
１
は
、大
卒
新
人
を
対
象
と
し
た「
勤

務
地
・
勤
務
エ
リ
ア
を
限
定
し
た
採
用
」（
勤

務
地
限
定
正
社
員
の
採
用
）、「
各
事
業
所（
工

場
、
支
店
等
）
の
権
限
で
の
採
用
」（
地
方
拠

点
で
の
独
自
採
用
）
に
つ
い
て
、
実
施
し
て

い
る
か
、
実
施
を
検
討
し
て
い
る
か
、
実
施

も
検
討
も
し
て
い
な
い
か
を
た
ず
ね
た
結
果

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採
用

は
一
九
・
四
％
の
企
業
が
実
施
、
五
・
一
％

の
企
業
が
実
施
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
、
地

方
拠
点
で
の
独
自
採
用
は
九
・
四
％
の
企
業

が
実
施
、
三
・
〇
％
の
企
業
が
実
施
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ち
な
み
に
、厚
生
労
働
省（
二
〇
一
二
ｂ
）

に
よ
れ
ば
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
区
分
を
導

入
し
て
い
る
企
業
の
割
合
は
、
三
〇
〇
〇
人

以
上
規
模
の
企
業
の
四
七
・
八
％
と
な
っ
て

い
る
が
、
東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
上
場
企

業
を
対
象
と
し
た
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
一
九
・
四
％
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
勤
務
地
限

定
正
社
員
の
区
分
が
あ
っ
て
も
、
必
ず
し
も
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そ
こ
に
大
卒
新
人
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
企
業
の
基
本
属
性
の
観
点
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
企
業
が
大
卒
新
人
の
勤
務
地
限

定
正
社
員
の
採
用
、
地
方
拠
点
で
の
独
自
採

用
を
実
施
す
る
傾
向
に
あ
る
の
か
を
分
析
す

る
。
図
表
２
は
、
そ
の
結
果
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。

　

ま
ず
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採
用
の
実

施
状
況
を
見
る
。
産
業
別
で
は
、
金
融
・
保

険
業
で
「
実
施
し
て
い
る
」
の
割
合
が
圧
倒

的
に
高
く
（
五
二
・
〇
％
）、
製
造
業
で
九
・

八
％
、情
報
通
信
業
で
四
・
五
％
と
低
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
製
造
業
と
非
製
造
業
を
比

べ
る
と
、
非
製
造
業
で
「
実
施
し
て
い
る
」

の
割
合
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
労
働

政
策
研
究
・
研
修
機
構
編
（
二
〇
一
三
）
で

得
ら
れ
た
知
見
と
も
一
致
す
る
。

　

企
業
規
模
別
で
は
ど
う
か
。「
実
施
し
て

い
る
」
と
「
実
施
を
検
討
し
て
い
る
」
の
割

合
を
合
わ
せ
る
と
、
三
〇
〇
〇
人
以
上
の
企

業
が
二
七
・
〇
％（
一
九
・
一
％
＋
七
・
九
％
）

と
最
も
高
い
が
、「
実
施
し
て
い
る
」
の
割
合

を
見
る
と
、
三
〇
〇
～
九
九
九
人
の
企
業
が

二
二
・
一
％
と
最
も
高
く
、
二
九
九
人
以
下

の
企
業
が
六
・
一
％
と
最
も
低
く
な
っ
て
い

る
。
企
業
規
模
と
の
関
連
は
さ
ほ
ど
明
確
で

は
な
い
。

　

ど
の
よ
う
な
地
方
拠
点
が
あ
る
か
（
複
数

回
答
）の
別
で
は
ど
う
か
。「
実
施
し
て
い
る
」

の
割
合
を
見
る
と
、
店
舗
を
有
す
る
企
業
で

三
一
・
九
％
と
高
く
、
工
場
を
有
す
る
企
業

で
一
三
・
五
％
、
研
究
所
を
有
す
る
企
業
で

一
四
・
八
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

総
じ
て
、
大
卒
新
人
の
勤
務
地
限
定
正
社

員
の
採
用
は
、
金
融
・
保
険
業
な
ど
非
製
造

業
で
、
ま
た
店
舗
を
有
す
る
企
業
で
実
施
が

進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
地
方
拠
点
で
の
独
自
採
用

の
実
施
状
況
を
見
る
。
産
業
別
で
は
、「
実
施

し
て
い
る
」
の
割
合
は
、
運
輸
業
・
郵
便
業

（
一
七
・
六
％
）、
卸
売
業
（
一
七
・
二
％
）、

建
設
業
（
一
四
・
三
％
）
に
お
い
て
高
い
。

ま
た
、
製
造
業
と
非
製
造
業
を
比
べ
る
と
、

製
造
業
の
方
が
高
い
。
他
方
、
勤
務
地
限
定

正
社
員
の
採
用
が
進
ん
で
い
る
金
融
・
保
険

業
で
は
、
四
・
〇
％
と
低
く
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
規
模
別
に
見
る
と
、
企
業
規
模
が
大

き
い
ほ
ど
「
実
施
し
て
い
る
」
の
割
合
が
高

い
こ
と
が
分
か
る
。
具
体
的
に
は
、
三
〇
〇

〇
人
以
上
で
一
六
・

九
％
、
一
〇
〇
〇
～

二
九
九
九
人
で
七
・

九
％
、
三
〇
〇
～
九

九
九
人
で
六
・
六
％
、

二
九
九
人
以
下
で

六
・
一
％
と
な
っ
て

い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
地
方

拠
点
が
あ
る
か
（
複

数
回
答
）
の
別
に
見

る
と
、
研
究
所
を
有

す
る
企
業
で
一
六
・

四
％
、
工
場
を
有
す

る
企
業
で
一
三
・

五
％
が
、「
実
施
し
て

い
る
」
と
回
答
し
て

い
る
。
他
方
、
勤
務

地
限
定
正
社
員
の
採

用
が
進
ん
で
い
る
店

舗
を
有
す
る
企
業
で

は
、
八
・
七
％
と
低

く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大

卒
新
人
を
対
象
と
し

た
勤
務
地
限
定
正
社

員
の
採
用
と
、
地
方

拠
点
で
の
独
自
採
用

と
で
は
、
実
施
企
業

の
基
本
属
性
が
か
な

り
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
そ
も

そ
も
両
者
の
実
施
の

背
景
・
目
的
も
異
な

る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

（
３
）
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

引
き
続
き
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
と
し
て

入
社
し
た
大
卒
新
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
見

図表１　本社一括でない採用の実施状況（N=371，％）

図表２　本社一括でない採用の実施企業（％）

19.4 

5.1 

74.7 

実施している

実施を検討している

実施／検討していない

無回答

9.4 
3.0 

86.8 

実施している

実施を検討している
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無回答

勤務地限定正社員の採用 地方拠点での独自採用

勤務地限定正社員の採用 地方拠点での独自採用

N 実施
している

実施を検討
している

実施／検討
していない 無回答 実施

している
実施を検討
している

実施／検討
していない 無回答

計 371 19.4% 5.1% 74.7% 0.8% 9.4% 3.0% 86.8% 0.8%
建設業 21 28.6% 4.8% 66.7% 0.0% 14.3% 0.0% 85.7% 0.0%
製造業 163 9.8% 4.9% 84.7% 0.6% 11.0% 3.1% 85.3% 0.6%
情報通信業 22 4.5% 0.0% 95.5% 0.0% 0.0% 4.5% 95.5% 0.0%
運輸業、郵便業 17 29.4% 5.9% 64.7% 0.0% 17.6% 0.0% 82.4% 0.0%
卸売業 29 31.0% 6.9% 62.1% 0.0% 17.2% 6.9% 75.9% 0.0%
小売業 36 22.2% 11.1% 61.1% 5.6% 5.6% 2.8% 86.1% 5.6%
金融・保険業 25 52.0% 4.0% 44.0% 0.0% 4.0% 0.0% 96.0% 0.0%
サービス業 14 21.4% 0.0% 78.6% 0.0% 0.0% 7.1% 92.9% 0.0%
上記以外 44 25.0% 4.5% 70.5% 0.0% 6.8% 2.3% 90.9% 0.0%
製造業（再掲） 163 9.8% 4.9% 84.7% 0.6% 11.0% 3.1% 85.3% 0.6%
非製造業 208 26.9% 5.3% 66.8% 1.0% 8.2% 2.9% 88.0% 1.0%
3000 人以上 89 19.1% 7.9% 73.0% 0.0% 16.9% 2.2% 80.9% 0.0%
1000 ～ 2999 人 127 20.5% 3.9% 75.6% 0.0% 7.9% 2.4% 89.8% 0.0%
300 ～ 999 人 122 22.1% 3.3% 72.1% 2.5% 6.6% 4.1% 86.9% 2.5%
299 人以下 33 6.1% 9.1% 84.8% 0.0% 6.1% 3.0% 90.9% 0.0%
事務所 119 20.2% 4.2% 74.8% 0.8% 9.2% 5.9% 84.0% 0.8%
工場 148 13.5% 5.4% 80.4% 0.7% 13.5% 4.1% 81.8% 0.7%
研究所 61 14.8% 3.3% 82.0% 0.0% 16.4% 3.3% 80.3% 0.0%
営業所 223 20.6% 4.9% 74.0% 0.4% 8.5% 2.2% 88.8% 0.4%
店舗 69 31.9% 8.7% 58.0% 1.4% 8.7% 1.4% 88.4% 1.4%
その他 40 15.0% 2.5% 80.0% 2.5% 2.5% 10.0% 85.0% 2.5%
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6

て
い
き
た
い
。
図
表
３
は
、
大
卒
新
人
全
体

の
女
性
割
合
の
分
布
と
、
勤
務
地
限
定
正
社

員
の
女
性
割
合
の
分
布
を
対
照
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
卒
新
人
全
体
で
は

「
二
〇
％
未
満
」
が
四
〇
・
九
％
、「
二
〇
～

四
〇
％
未
満
」
が
三
〇
・
五
％
で
あ
る
の
に

対
し
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
で
は
「
八
〇
％

以
上
」
が
六
三
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
大
卒
新
人
全
体
と

比
較
し
て
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
に
は
女
性

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
表
４
は
、
過
去
一
年
間
に
採
用
し
た
大

卒
新
人
の
専
攻
・
学
歴
と
、
同
じ
く
過
去
一

年
間
に
採
用
し
た
大
卒
新
人
の
勤
務
地
限
定

正
社
員
の
専
攻
・
学
歴
を
対
照
さ
せ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
卒
新
人
全
体
で
は

文
科
系
（
学
部
卒
）
が
九
四
・
一
％
、
理
科

系
（
学
部
卒
）
が
八
六
・
〇
％
、理
科
系
（
修

士
卒
）
が
七
一
・
七
％
と
採
用
割
合
が
高
い

が
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
で
は
文
科
系
（
学

部
卒
）
だ
け
が
八
〇
・
六
％
と
高
く
、
理
科

系
（
学
部
卒
）
は
三
八
・
九
％
、理
科
系
（
修

士
卒
）
は
五
・
六
％
と
低
い
こ
と
が
分
か
る
。

す
な
わ
ち
、
大
卒
新
人
全
体
と
比
較
し
て
、

勤
務
地
限
定
正
社
員
に
は
、
文
科
系
（
学
部

卒
）
が
多
く
、
理
科
系
出
身
者
は
さ
ほ
ど
多

く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
表
５
は
、
過
去
一
年
間
に
採
用
し
た
大

卒
新
人
の
職
種
と
、
同
じ
く
過
去
一
年
間
に

採
用
し
た
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
職
種
を
対

照
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
大
卒

新
人
全
体
で
は
営
業
職
が
六
五
・
五
％
、
事

務
職
が
五
九
・
七
％
、
技
術
職
が
五
九
・
四
％

と
採
用
割
合
が
高
い
が
、
勤
務
地
限
定
正
社

員
で
は
事
務
職
だ
け
が
五
九
・
七
％
と
高
く
、

営
業
職
は
二
〇
・
八
％
、
技
術
職
は
八
・
三
％

と
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
他
方
、
販
売
職
に

つ
い
て
み
る
と
、
大
卒
新
人
全
体
で
は
九
・

二
％
の
企
業
で
し
か
採
用
さ
れ
て
い
な
い
の

に
対
し
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
で
は
一
三
・

九
％
の
企
業
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
大
卒
新
人
全
体
と
比
較
し
て
、
勤
務
地

限
定
正
社
員
に
は
事
務
職
や
販
売
職
が
多
く
、

営
業
職
や
技
術
職
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４
）
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採
用
権
限
と

募
集
経
路

　

と
こ
ろ
で
、
大
卒
新
人
の
勤
務
地
限
定
正

社
員
の
採
用
権
限
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
図

表
６
は
、
そ
の
所
在
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
、「
本
社
人
事
担
当
部
門
」が
七
三
・

六
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、「
各
事
業
所
（
工
場
、

支
店
等
）」
が
採
用
権
限
を
持
っ
て
い
る
企

業
は
八
・
八
％
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
分
か
る
。

学
生
の
側
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
勤
務
地
限
定

正
社
員
に
な
る
た
め
に
は
、
多
く
の
場
合
、

本
社
の
採
用
窓
口
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
言
え
る
。

　

図
表
７
は
、
そ
れ
ら
勤
務
地
限
定
正
社
員

の
募
集
経
路
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、「
Ｗ
ｅ
ｂ
の
採
用
窓
口
」
が
最
も
多
い

こ
と
が
分
か
る
。
具
体
的
に
は
、七
六
・
四
％

図表３　大卒新人全体（N=357）と勤務地限定正社員（N=72）の女性割合（％）

図表４　大卒新人全体（N=357）と勤務地限定正社員（N=72）の専攻・学歴（MA，％）

図表５　大卒新人全体（N=357）と勤務地限定正社員（N=72）の職種（MA，％）

注：「大卒新人全体」は、大卒新人を採用しているすべての企業が集計対象であり、「勤務地限定正社員」は、大卒新人の勤
務地限定正社員を採用している企業のみが集計対象である。

注：「大卒新人全体」は、大卒新人を採用しているすべての企業が集計対象であり、「勤務地限定正社員」は、大卒新人の勤
務地限定正社員を採用している企業のみが集計対象である。

注：「大卒新人全体」は、大卒新人を採用しているすべての企業が集計対象であり、「勤務地限定正社員」は、大卒新人の勤
務地限定正社員を採用している企業のみが集計対象である。
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技術職
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販売職

営業職

事務職

大卒新人全体

勤務地限定正社員
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の
企
業
が
利
用
し
て
お
り
、
六
六
・
七
％
の

企
業
が
主
要
な
経
路
だ
と
回
答
し
て
い
る
。

次
い
で
多
い
の
は
「
大
学
の
就
職
課
」
で
あ

り
、
四
五
・
八
％
の
企
業
が
利
用
し
て
お
り
、

八
・
三
％
の
企
業
が
主
要
な
経
路
だ
と
回
答

し
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」

を
利
用
し
て
い
る
企
業
は
一
三
・
九
％
と
少

な
い
。
ま
た
、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
が
主
要
な

経
路
だ
と
回
答
し
た
企
業
は
一
社
も
な
い
。

３　

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら

（
１
）　

調
査
の
概
略

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
だ
け
で
は
、
本
社
一
括

で
な
い
採
用
の
詳
細
ま
で
は
分
か
ら
な
い
。

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
で
は
、
大
卒
新
人
を
勤

務
地
限
定
正
社
員
と
し
て
採
用
し
て
い
る
企

業
、
地
方
拠
点
で
独
自
に
採
用
し
て
い
る
企

業
に
対
し
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し

た（
7
）。調
査
対
象
企
業
は
、東
京
証
券
取
引

所
に
上
場
す
る
五
社
、調
査
実
施
時
期
は
、二

〇
一
四
年
三
月
～
九
月
で
あ
る
。
図
表
８
は
、

調
査
結
果
の
要
点
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
） 

勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採
用
権
限
の

所
在
（
Ａ
社
、
Ｂ
社
、
Ｃ
社
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
は
、
多
く
の
場
合
、

勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採
用
権
限
が「
本
社
人

事
担
当
部
門
」に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。勤

務
地
限
定
正
社
員
を
採
用
し
て
い
る
が
地
方

拠
点
で
の
独
自
採
用
は
行
な
っ
て
い
な
い
Ａ

社
、Ｂ
社
、
Ｃ
社
の
事
例
か
ら
、採
用
権
限
の

所
在
に
関
連
し
て
幾
つ
か
の
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　

第
一
に
、
本
社
地
区
の
み
で
勤
務
地
限
定

正
社
員
を
活
用
し
て
い
る
と
い
う
Ａ
社
を
除

外
す
る
と
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
勤
務
地
限

図表６　勤務地限定正社員の採用権限の所在（N=91，％）

図表７　勤務地限定正社員の募集経路（N=72，％）

図表８　ヒアリング調査結果の要点

注：勤務地限定正社員の採用を実施している 72 社に加え、実施を検討している 19 社も、実施を仮定して回答している。

注１：大卒新人の勤務地限定正社員を採用している企業のみが集計対象。
注２：「利用している募集経路」は複数回答、「主要な募集経路」は択一回答。

注１：「勤務地限定」は、勤務地限定正社員の採用を実施している企業、「独自採用」は、地方拠点での独自採用を実施
している企業をあらわす。なお、E 社では、「独自採用」をしているが、独自採用者にも転勤の可能性はあるため、
「勤務地限定」ではない。

注２：「※」の箇所は、執筆者の推測で補っている。
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6.6 

1.1 

8.8 

4.4 

73.6 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0

無回答

その他

親会社

各事業所（工場、支店等）

本社事業担当部門

本社人事担当部門

18.1 

5.6 

1.4 

0.0 

66.7 

8.3 

0.0 

12.5 

6.9 

12.5 

8.3 

76.4 

45.8 

13.9 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0 80.0 90.0

無回答

その他

関係者の紹介

Web以外の広告

Webの採用窓口

大学の就職課

ハローワーク

利用している募集経路

主要な募集経路

対象職種 採用活動の概要
本社関与の有無

：その理由
ハローワーク利用有無

：その理由

機械製販 A 社
（勤務地限定）

事務職（営業事務）
本社で採用活動。ナビ
サイトと近隣大学の就
職課を通じて募集。

有：勤務地限定正社員
の活用地域が本社地区
であるため。

無：従来の採用経路の方が
会社のビジョンや理念を伝
えやすい。近隣大学との連
携にメリットがある。 

食品製造 B 社
（勤務地限定）

技術職
拠点で、事業部門主導
で採用活動。最終面接
のみ人事部が関与。

有（弱い）：事務職に
比べ事業部門の専門性
が求められるため。

無：新卒では考えにくい。
中途でも、専門的な募集ス
ペックに対応する必要、短
期間で候補者を集める必要
から民間職業紹介機関を選
好。

事務職
数回ある面接のうち、
前半は拠点で、後半は
本社で実施。

有（強い）：入社者の
レベルを揃えるため。

卸売 C 社
（勤務地限定）

事務職（営業事務、
一般事務）

本社採用担当が拠点に
出向き採用活動。ナビ
サイトと大学就職課を
通じて募集。

有：本社一括採用とい
う考え方、拠点での採
用体制が整っていない
こと、による。

無：大学就職課経由の方が
自社に合った学生を確保で
きる、多数の学生を同時に
集めて選考できるため。

サービス D 社
（勤務地限定・

独自採用）

サービス職（宿泊・
料飲・調理）

拠点で採用活動。採用
権限も拠点にあり。

無：もともと非正規雇
用者の採用区分だった
ため（※）。

無：現状で要員を確保でき
ているため。

機械製造 E 社
（独自採用）

事務職（営業、生産
計画）、技術職（設計、
生産技術）

拠点で採用活動。採用
権限も拠点にあり。E
社と繋がりのある大学、
ハローワークを通じて
募集。

無：もともと高卒者を
採用・配置していた職
種だったため。

有：ただし、拠点人事の人
手不足から十分に活用でき
ていない。
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定
正
社
員
と
い
え
ど
も
全
社
共
通
の
基
準
で

選
考
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
が
背
後
に

あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
Ｂ
社
で
は
、
東

京
で
採
用
さ
れ
て
い
る
勤
務
地
限
定
正
社
員

と
地
方
で
採
用
さ
れ
て
い
る
勤
務
地
限
定
正

社
員
の
レ
ベ
ル
を
揃
え
る
と
い
う
方
針
が
窺

え
た
。Ｃ
社
で
も
、同
様
の
質
問
に
対
し「（
考

え
方
と
し
て
）本
社
一
括
採
用
で
あ
る
た
め
」

と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

　

第
二
に
、
Ｃ
社
で
は
、
採
用
活
動
を
す
る

の
に
必
要
な
「
支
社
の
体
制
が
整
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
事
情
が
聞
か
れ
た
。
地
方
拠
点

の
採
用
担
当
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
い
う

問
題
は
、
地
方
拠
点
で
独
自
採
用
を
行
な
っ

て
い
る
Ｅ
社
の
事
例
か
ら
も
窺
え
た
。

　

第
三
に
、
最
終
的
な
採
用
権
限
が
本
社
に

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
Ｂ
社
の
事

例
か
ら
は
、
事
務
系
と
技
術
系
と
で
そ
の
強

弱
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
窺
え
た
。
具
体
的

に
は
、
事
務
系
の
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採

用
に
あ
た
っ
て
は
、
数
回
あ
る
面
接
の
う
ち

前
半
は
各
拠
点
で
行
な
わ
れ
、
後
半
は
本
社

で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
技
術

系
の
場
合
、
採
用
活
動
は
事
業
部
門
が
主
体

と
な
っ
て
、
六
つ
の
専
門
分
野
ご
と
に
実
施

さ
れ
て
お
り
、
本
社
人
事
部
が
関
与
す
る
の

は
最
終
面
接
の
際
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
理

由
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
分
野
に
通
暁
し
た

者
で
な
い
と
選
考
が
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
「
勤
務
地
限
定
正

社
員
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
採
用
権
限

は
本
社
に
あ
る
」
と
い
う
状
況
は
、
主
と
し

て
事
務
系
に
お
い
て
よ
り
強
く
当
て
は
ま
る

可
能
性
が
あ
る
。

（
３
） 

地
方
拠
点
で
の
独
自
採
用
の
現
状

（
Ｄ
社
、
Ｅ
社
）

　

地
方
拠
点
で
の
独
自
採
用
を
実
施
し
て
い

る
Ｄ
社
、
Ｅ
社
の
事
例
か
ら
、
そ
の
現
状
に

つ
い
て
、
以
下
の
事
柄
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

第
一
は
、
Ｄ
社
、
Ｅ
社
い
ず
れ
に
お
い
て

も
、
独
自
採
用
の
対
象
職
種
が
、
も
と
も
と

大
卒
新
人
を
採
用
・
配
属
し
て
い
た
職
種
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｄ
社
に
お
い
て
、勤
務
地
限
定
正
社
員（
独

自
採
用
者
）
の
制
度
上
の
母
体
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
正
社
員
の
専
門
職
コ
ー
ス
と
、
一

年
契
約
の
エ
リ
ア
社
員
で
あ
る
。
二
〇
一
三

年
に
両
者
が
統
合
さ
れ
て
勤
務
地
限
定
正
社

員
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
狙
い
は
、

団
塊
世
代
の
大
量
退
職
な
ど
を
背
景
に
、
エ

リ
ア
社
員
を
戦
力
化
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
今
後
と
も
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
か
ら

勤
務
地
限
定
正
社
員
へ
の
登
用
が
積
極
的
に

行
な
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
も
と

も
と
事
業
所
に
採
用
権
限
が
あ
る
非
正
社
員

の
社
員
区
分
が
「
格
上
げ
」
さ
れ
て
勤
務
地

限
定
正
社
員
区
分
と
な
っ
た
と
い
う
経
緯
か

ら
、
そ
れ
ら
勤
務
地
限
定
正
社
員
に
つ
い
て

引
き
続
き
事
業
所
で
独
自
採
用
を
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｅ
社
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
卒
者
は
本
社
一

括
で
、
高
卒
者
は
事
業
所
で
採
用
し
て
き
た

が
、
二
〇
一
二
年
よ
り
か
つ
て
高
卒
の
ベ
テ

ラ
ン
人
材
が
担
っ
て
い
た
業
務
を
担
当
さ
せ

る
た
め
、
大
卒
者
の
事
業
所
で
の
独
自
採
用

を
始
め
た
。
こ
こ
で
言
う
高
卒
の
ベ
テ
ラ
ン

社
員
と
は
、
い
わ
ば
「
実
務
の
基
盤
を
支
え

て
き
た
」
人
々
で
あ
る
。
こ
れ
ら
ベ
テ
ラ
ン

社
員
の
技
能
・
ス
キ
ル
を
継
承
し
て
い
く
大

卒
者
を
採
用
す
る
に
あ
た
り
、（
本
社
で
は
な

く
）
事
業
所
に
権
限
を
与
え
る
の
は
、
極
め

て
自
然
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
は
、
対
象
職
種
の
も
と
も
と
の
性
格

と
も
関
連
し
て
、
事
業
所
で
独
自
採
用
さ
れ

た
大
卒
新
人
の
キ
ャ
リ
ア
や
賃
金
が
、
本
社

一
括
採
用
の
大
卒
新
人
の
そ
れ
と
大
き
く
異

な
る
場
合
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
図

表
は
省
略
す
る
が
、こ
の
こ
と
は
、ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
も
整
合
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｅ
社
で
は
、
事
業
所
で
の

独
自
採
用
の
大
卒
者
の
取
り
扱
い
は
就
業
規

則
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
社
内
で
の
期
待
役

割
、
育
成
方
針
が
本
社
一
括
採
用
の
大
卒
者

と
異
な
る
と
と
も
に
、
初
任
給
も
低
く
、
昇

給
ペ
ー
ス
も
遅
か
っ
た
。
Ｄ
社
の
勤
務
地
限

定
正
社
員
（
独
自
採
用
者
）
も
、
人
材
育
成

制
度
に
つ
い
て
は
、
本
社
一
括
採
用
者
と
同

様
に
適
用
さ
れ
る
が
、
昇
格
上
限
は
係
長
の

一
つ
手
前
（
主
任
）
で
あ
り
、
退
職
金
制
度

も
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

第
三
は
、
本
社
一
括
採
用
者
と
キ
ャ
リ
ア

や
賃
金
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

ら
大
企
業
の
事
業
所
の
独
自
採
用
枠
が
、
地

域
の
労
働
市
場
、
地
元
の
大
学
生
の
労
働
市

場
に
お
い
て
、
比
較
的
、
高
い
人
気
を
誇
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

Ｄ
社
で
は
、
事
業
所
で
の
独
自
採
用
に
あ

た
り
、
採
用
実
績
の
あ
る
大
学
、
専
門
学
校

に
求
人
票
を
出
し
て
い
る
が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
は
活
用
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
そ
れ
ら
の
方
法
で
要
員
が
確
保
で
き
て

い
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
Ｅ
社
で
も
、
特
に
地

方
部
に
お
い
て
は
、
事
業
所
の
独
自
採
用
枠

の
「
採
用
力
」
が
高
い
と
評
価
し
て
い
る
。

具
体
的
な
要
因
と
し
て
、
Ｅ
社
の
事
業
所
の

周
囲
に
は
他
社
の
生
産
子
会
社
が
多
く
、
処

遇
面
で
Ｅ
社
の
事
業
所
の
独
自
採
用
枠
の
方

が
上
回
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
４
） 

本
社
一
括
で
な
い
採
用
に
お
け
る
募

集
経
路

　

勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採
用
や
、
地
方
拠

点
で
の
独
自
採
用
に
際
し
て
の
募
集
経
路
を

た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

ナ
ビ
サ
イ
ト
で
全
国
に
公
開
さ
れ
て
い
る
か
、

近
隣
の
大
学
な
ど
に
通
う
一
部
の
学
生
の
み

に
提
供
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
る
場
合
が
多
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。
他
方
、
地
元
の
職
業
紹

介
機
関
で
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
Ｅ
社
を

除
い
て
は
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

Ａ
社
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
以
外
の
採
用

経
路
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
会
社

の
ビ
ジ
ョ
ン
や
理
念
、
必
要
な
技
術
な
ど
を

詳
し
く
伝
え
ら
れ
る
こ
と
を
あ
げ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
通
常
の
求
人
票

の
場
合
、
記
載
で
き
る
情
報
量
に
限
界
が
あ

る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ａ
社
で
は
採
用
活
動
に
お
い
て
近
隣

の
大
学
と
中
期
的
に
連
携
し
て
お
り
、
追
加

募
集
の
際
に
応
募
者
を
出
し
て
も
ら
う
よ
う
、

協
力
し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
る
。

　

Ｃ
社
で
は
、
大
学
の
就
職
課
の
活
用
度
が

一
層
高
い
。
具
体
的
に
は
、
ナ
ビ
サ
イ
ト
で

一
般
に
求
人
を
公
開
せ
ず
、
Ｃ
社
に
卒
業
生

が
在
籍
し
て
い
る
「
繋
が
り
の
あ
る
大
学
」

の
み
に
求
人
を
出
す
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

そ
の
理
由
は
、
大
学
と
の
連
携
を
強
め
る
こ

と
で
、
よ
り
自
社
に
合
っ
た
人
材
が
確
保
で

き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

Ｄ
社
、
Ｅ
社
も
、
主
要
な
採
用
経
路
は
大

学
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
Ｄ
社
で
は
採

用
実
績
の
あ
る
大
学
に
求
人
を
出
し
て
い
る
。

Ｅ
社
に
お
い
て
も
、
Ｅ
社
Ｏ
Ｂ
が
教
員
と
し

て
働
く
大
学
に
ま
ず
求
人
を
出
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
調
査
を
実
施
し
た
Ｅ
社
の
事

業
所
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
も
求
人
を
出

し
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
二
次
募
集
に
お
い
て
だ
と
い
う
。
ま
た
、

事
業
所
の
人
事
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を

十
分
に
活
用
で
き
な
か
っ
た
次
第
で
あ
り
、

8
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今
後
の
利
用
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
試
行
錯

誤
が
続
い
て
い
る
と
い
う
。

４　

お
わ
り
に

　

以
上
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
実
施
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
基
づ
き
、

本
社
一
括
で
な
い
大
卒
新
人
採
用
の
実
態
を

見
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
、

「
１　

は
じ
め
に
」で
提
示
し
た
五
つ
の
論
点

に
即
し
て
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

①
地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
大
学
生
の

た
め
に
は
、
大
企
業
に
お
け
る
勤
務
地
限
定

正
社
員
の
仕
組
み
、
地
方
拠
点
で
の
独
自
採

用
の
仕
組
み
の
普
及
が
求
め
ら
れ
る
が
、
東

証
一
部
上
場
企
業
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
前
者
の
実
施
企
業
は
二

割
弱
、
後
者
の
実
施
企
業
は
一
割
弱
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。

　

②
勤
務
地
限
定
正
社
員
に
は
女
性
、
文
科

系
出
身
者
が
多
く
、
そ
の
職
種
は
事
務
職
や

販
売
職
に
偏
っ
て
い
た
。

　

③
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採
用
で
あ
っ
て

も
、
七
割
以
上
の
企
業
に
お
い
て
本
社
人
事

担
当
部
門
に
採
用
権
限
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
に
よ
れ
ば
、
勤

務
地
限
定
正
社
員
と
い
え
ど
も
全
社
共
通
の

基
準
で
選
考
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
考
え
方
が

そ
の
背
後
に
あ
る
こ
と
、
地
方
拠
点
の
採
用

担
当
者
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
と
い
う
問
題
も

介
在
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
勤
務
地
限

定
正
社
員
の
仕
組
み
の
普
及
が
限
定
的
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
勤
務
地
限
定
正
社
員
と
し

て
働
く
た
め
に
は
本
社
の
採
用
窓
口
を
通
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
が
、
改
め
て
確
認

さ
れ
た
。

　

④
地
方
拠
点
で
の
独
自
採
用
の
現
状
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
で
探
っ
た
と
こ
ろ
、
事
業
所

で
の
独
自
採
用
の
対
象
職
種
の
多
く
が
、
も

と
も
と
大
卒
新
人
を
採
用
・
配
属
し
て
い
た

職
種
で
は
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
と
も

整
合
し
て
、
事
業
所
で
独
自
採
用
さ
れ
た
大

卒
新
人
の
キ
ャ
リ
ア
や
賃
金
は
、
本
社
一
括

採
用
の
大
卒
新
人
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異

な
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
大
企
業
の
事
業
所

の
独
自
採
用
枠
は
、
地
域
の
労
働
市
場
、
地

元
の
大
学
生
の
労
働
市
場
に
お
い
て
、
比
較

的
、
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
た
。

　

⑤
勤
務
地
限
定
正
社
員
の
採
用
、
事
業
所

で
の
独
自
採
用
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
利
用
は
低
調
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
地
元
の
大
学
生

の
募
集
・
採
用
経
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
の
は
、
自
社
と
繋
が
り
の
あ
る
大
学
の
就

職
課
で
あ
り
、
そ
れ
が
自
社
に
合
っ
た
人
材

を
採
用
す
る
上
で
一
定
の
機
能
を
果
た
し
て

い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
地

元
の
大
学
生
全
体
を
対
象
と
し
た
、
い
わ
ば

中
範
囲
の
情
報
公
開
が
、
必
ず
し
も
行
な
わ

れ
て
い
な
い
現
状
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
眼
下
の
新
卒

労
働
市
場
に
お
い
て
、「
地
方
出
身
者
が
、
地

元
の
大
学
に
通
い
、
地
元
で
就
職
活
動
を
し
、

東
京
な
ど
大
都
市
に
本
社
が
あ
る
大
企
業
の

地
元
の
事
業
所
で
働
く
」
た
め
の
道
筋
は
、

限
定
的
な
形
で
し
か
存
在
し
て
い
な
い
と
い

う
の
が
本
稿
で
の
結
論
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、

今
回
の
調
査
結
果
だ
け
か
ら
こ
の
道
筋
を
拡

充
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
の
判
断
は
下
せ

な
い
が（
8
）、
現
政
権
に
お
い
て
「
地
方
創

生
」
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
視
さ
れ
る
な

か
で
、
注
目
さ
れ
る
べ
き
事
実
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。

［
注
］

1　

二
〇
一
四
年
九
月
三
日
に
内
閣
に
設
置
さ
れ
た
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
は
、
九
月
一
二
日
に

検
討
し
た
「
基
本
方
針
（
案
）」
で
、「
国
民
が
安
心
し

て
働
き
、
希
望
通
り
結
婚
し
、
子
育
て
が
で
き
、
将
来

に
夢
や
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
方
を
創
生
し
、
地
方
へ
の
人
の
流
れ
を
つ
く

る
」
こ
と
、「
地
方
か
ら
東
京
圏
へ
の
人
口
流
出
（
特
に

若
い
世
代
）
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
方
に
住
み
、
働
き
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
し
た
い
人
々
の
希
望
を
実
現
す

る
」
こ
と
を
、
基
本
目
標
、
基
本
的
視
点
と
し
て
掲
げ

た
（
首
相
官
邸 

二
〇
一
四
）。
そ
の
後
一
一
月
二
一
日
、

そ
れ
ら
の
考
え
方
に
沿
っ
て
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」（
平
成
二
六
年
法
律
第
一
三
六
号
）
が
成
立
し

た
。

2　
「
包
括
的
契
約
関
係
」
に
つ
い
て
は
、
菅
野
（
二
〇

〇
四
：
52
―
53
）
を
参
照
。

3　

そ
の
ア
イ
デ
ア
は
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
提
出
さ
れ

た
「
雇
用
政
策
研
究
会
報
告
書
」
に
お
い
て
大
き
な
期

待
を
か
け
ら
れ
た（
厚
生
労
働
省 

二
〇
一
〇
）。
そ
の
後
、

「
望
ま
し
い
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
」（
厚
生
労
働
省 

二
〇

一
二
ａ
）、「『
多
様
な
形
態
に
よ
る
正
社
員
』
に
関
す
る

研
究
会
報
告
書
」（
厚
生
労
働
省 

二
〇
一
二
ｂ
）
に
お

い
て
も
そ
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

4　

勤
務
地
限
定
正
社
員
の
人
事
管
理
に
関
す
る
実
証
研

究
と
し
て
は
、
高
橋
（
二
〇
一
二
）、
労
働
政
策
研
究
・

研
修
機
構
編
（
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
）
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
る
。

5　

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
四
）
を
参
照
。

6　

本
稿
で
示
す
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

の
結
果
は
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
編
（
二
〇
一

五
）
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
、
労
働
政
策

研
究
・
研
修
機
構
「
調
査
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
後
日
公

開
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

7　

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
独
自
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
条

件
該
当
企
業
六
社
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
「
大
卒
新
人
採

用
の
多
様
化
に
関
す
る
実
態
調
査
」
回
答
企
業
で
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
に
「
協
力
で
き
る
」
と
の
意
向
を
示
し

た
企
業
の
う
ち
条
件
該
当
企
業
六
社
、
計
一
二
社
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
調
査
へ
の
協
力
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、

前
者
の
う
ち
二
社
、
後
者
の
う
ち
三
社
、
計
五
社
の
ご

協
力
を
得
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
場

を
借
り
て
ご
協
力
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

8　

そ
の
判
断
は
、
地
方
出
身
・
地
方
大
学
の
学
生
の
意

識
調
査
も
踏
ま
え
て
下
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

【
引
用
文
献
】

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
〇
）「
持
続
可
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な
活
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あ
る
社
会

を
実
現
す
る
経
済
・
雇
用
シ
ス
テ
ム
（
雇
用
政
策
研
究

会
報
告
書
）」 

（http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/houdou/2r9852000000cguk.

htm
l

）

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
二
ａ
）「
望
ま
し
い
働
き
方
ビ
ジ
ョ

ン
」 

（http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/stf/houdou/ 2r98520000025zr0.

htm
l

）

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
二
ｂ
）「『
多
様
な
形
態
に
よ
る
正

社
員
』
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」（http://w

w
w

.m
hlw

.

go.jp/stf/houdou/2r985200000260c2.htm
l

）

厚
生
労
働
省
（
二
〇
一
四
）「『
多
様
な
正
社
員
』
の
普
及
・

拡
大
の
た
め
の
有
識
者
懇
談
会
報
告
書
」（http://w

w
w

.

m
hlw

.go.jp/stf/houdou/0000052513.htm
l

）

首
相
官
邸
（
二
〇
一
四
）「
第
一
回
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
本
部
会
合 

議
事
次
第
」（http://w

w
w

.kantei.go.jp/

jp/singi/sousei/dai1/siryou2 .pdf

）

菅
野
和
夫（
二
〇
〇
四
）『
新
・
雇
用
社
会
の
法［
補
訂
版
］』

有
斐
閣
。

高
橋
康
二
（
二
〇
一
二
）「
限
定
正
社
員
区
分
と
非
正
規
雇

用
問
題
」
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ discussion paper 12-03.

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
編
（
二
〇
一
二
）『「
多
様
な

正
社
員
」
の
人
事
管
理
―
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
か
ら

―
』
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
。

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
編
（
二
〇
一
三
）『「
多
様
な

正
社
員
」
の
人
事
管
理
に
関
す
る
研
究
』
労
働
政
策
研

究
・
研
修
機
構
。

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
編
（
二
〇
一
五
）『
企
業
の
地

方
拠
点
に
お
け
る
人
員
確
保
（
緊
急
調
査
報
告
書
）』

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
。

<

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル>

高
橋
康
二
（
た
か
は
し
・
こ
う
じ
）

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
総
合
政
策
部
門　

研
究
員

　

一
九
九
七
年
富
士
通
株
式
会
社
入
社
。
人

事
部
門
勤
務
を
経
て
、
東
京
大
学
大
学
院
人

文
社
会
系
研
究
科
へ
進
学
し
、
産
業
社
会
学
、

労
働
社
会
学
を
専
攻
。
二
〇
〇
九
年
Ｊ
Ｉ
Ｌ

Ｐ
Ｔ
へ
入
職
。
企
業
調
査
と
個
人
調
査
、
定

量
的
研
究
と
定
性
的
研
究
を
組
み
合
わ
せ
て
、

主
と
し
て
非
正
規
雇
用
問
題
を
研
究
し
て
い

る
。
近
著
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
労
働
政
策
研
究

報
告
書
№
164
「
壮
年
非
正
規
労
働
者
の
仕
事

と
生
活
に
関
す
る
研
究
―
現
状
分
析
を
中
心

と
し
て
―
」
が
あ
る
。


